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1．はじめに

生徒達に 自然現象 へ の 関心を呼びお こし興味

をもたせ るため に 、科学的な見方や考え方 が育て

られ る指導方法 の 工夫として 「マ イクロ ス ケ
ール 実

験」の 高校化学 へ の 導入 に つ い て検討した。マ イ

クロ ス ケー
ル 実験は「少人数単位で 実験を行い 、

一
人
一

人に集中力をもっ て取り組ませ ることがで

きる」「準備する材料 、 廃液 の 量を少なくできる」

「実験操作に要する時間を短くできる。」等 の メリッ

トがある。今回 は   「紫キ ャベ ツ の色 素とpH 」 
「鉛蓄電 池 の 充 ・放電 と電 気分解」を取り上げ、今

まで の 実践 例
D
を参 考に教材開発 を行 っ た

。   は

マ イクロ ス ケール 実験の操作に 慣れること、  は

電池と電気分解 の 学習の 混乱を避 け発展的に取

組む こ とをねらい とした 。 さらに実験した生徒や教

職員の 意見か ら、マ イクロ ス ケ
ール 実験の メリッ ト・

デメリッ トを確認し、教育現場で 有効に実施するた

めの 検討 をした 。

2．教材実験の 内容等

　京都府立桃 山高等

学校で 3年生 2人 1組
計 38 名に 100 分間の

マ イクロ ス ケール 実験

を実施した。

  「紫キャ
ベ ツ の 色素とpH 」：8× 12ウェ ル セ ル

プ レ ート（図1＞上 で 、O．　IMHCI を10倍 に希釈す

る操作と、 0。1MNaOH を 10倍に希釈する操作

で pH ＝ 1〜13 の溶液を調製し、紫キャ ベ ツ の 色素

抽出液 （塩もみ により抽出）を 1滴加 え、色の 変化

を観察する。また、身近 な溶液 （食酢・台所洗剤

等）の pH を確認する。
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　  「鉛蓄電池 ・電気分解」：3 × 4ウェ ル セ ル プ

レ
ー

ト（図2 ）上でダニ エ ル 電 池 ・鉛蓄電池 の モ
ー

タ
ーの 回転 による確認、鉛蓄電池 の 電力を利用し

て 、紫キ ャベ ツ色素抽出液を加えた水の 電気分

解の 観察、ダニ エ ル 電池で使用した硫酸銅 （H ）

水溶液の 電気分解 （陰極で銅析 出 、 陽極で酸素

発生後、電極を陰陽逆に つ けかえて陰極で銅析

出、陽極で電極を溶出させ る）の観察をする。
　 　 　

　 　 　
　 　 　 　

　　　　

　　　　

3．考察・まとめ

　全 19 班中 14班で 、計画 して い た実験 内容をほ

ぼ全 て時間内に観察・確認できた 。

　 マ イクロ ス ケ
ー

ル 実験を高校化学の 授業で実

践したが 、は じめ にあげたメリッ トを十分 に確認す

ることがで きた 。 また 、 細か い 操作であっ ても 、 高

校生にとっ ては無理 の ない レ ベ ル であり、 今回 の

ような、鉛 蓄電池にpH や電気分解が複合 して い

る複雑な学習 内容を、各 自が簡 単に実験 し理解

できるマ イクロ ス ケ
ー

ル 実験の 実用性 を確認 でき

た。さらに、従来の 実験をマ イクロ ス ケ
ール 化する

際に、注意す べ きポイン トも明確にな っ た。これ は 、

実験 の ス ケ
ー

ル を小 さくするため にお こる事で 、

例えば鉛蓄電池で鉛板 に接続 したミノム シ クリッ

プ の 先端が硫酸溶液に接触する。また 、電気分

解用電極 にミノム シ クリッ プを接続する際にシ ョ
ー

トする可能性がある。鉛板をプラス チ ッ ク板を用い

て 固定すること、電極 の 端を曲げるこ とで 解決した。

実験後 の レ ポートやア ン ケートより、生徒 の
一

人
…

人 が実験 に責任感と集中力 を持 っ て 取 り組 み 、 学

習効果 の 大きい 事か ら、マ イクロ ス ケー
ル 実験が

個別 の 生 徒実験に 向 い て い ることがわか っ た 。
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